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「
扁
鵲
心
書
」
三
巻
（
神
方
一
巻
を
附
す
）
は
、
南
宋
の
紹
興
年

間
に
開
州
（
河
南
省
撲
陽
懸
）
の
巡
検
で
あ
っ
た
寶
材
が
編
纂
し
た

医
方
書
で
あ
る
。
寶
材
は
河
北
真
定
（
河
北
省
正
定
懸
）
の
人
、
武

翼
郎
ま
た
は
太
医
の
官
に
就
き
、
紹
興
十
六
年
二
一
四
六
）
に
本

書
を
編
纂
し
た
。
寶
材
は
庸
医
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
老
医
師
に
逢

い
内
経
の
学
に
適
っ
た
医
術
の
深
奥
を
授
け
ら
れ
、
以
降
名
医
と

し
て
自
ら
扁
鵲
の
学
を
継
ぐ
三
代
目
と
任
じ
た
。
上
巻
は
、
経
路

と
灸
論
を
述
べ
、
各
論
と
し
て
黄
帝
、
扁
鵲
、
寶
材
の
各
灸
法
、

そ
の
病
證
と
配
穴
、
灸
の
壮
数
を
述
べ
る
。
中
巻
は
傷
寒
に
お
け

る
様
々
な
病
證
と
雑
病
、
下
巻
で
は
雑
病
に
加
え
婦
人
小
児
の
病

證
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
末
尾
に
は
「
扁
鵲
心
言
神
方
」

を
附
す
が
薬
方
な
の
で
今
回
は
扱
わ
な
い
。

巻
上
に
見
ら
れ
る
治
法
は
、
黄
帝
扁
鵲
寶
材
の
名
を
冠
し
た
三

つ
の
灸
法
で
あ
る
。
病
證
数
は
〈
黄
帝
灸
法
〉
で
は
二
五
条
、
〈
實

稲
「
扁
鵲
心
害
」
の
鍼
灸
に
つ
い
て

北
江
龍
也

材
灸
法
〉
で
は
四
八
条
見
ら
れ
る
。
〈
扁
鵲
灸
法
〉
で
は
九
穴
に
病

證
が
附
さ
れ
、
他
の
灸
法
主
治
条
文
と
記
述
法
が
異
な
る
。
ま
た

本
書
の
大
部
分
を
占
め
る
巻
中
下
に
見
ら
れ
る
病
證
は
一
二
二
条

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
主
治
穴
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
多
く
と

も
三
穴
以
内
で
あ
る
。
巻
中
下
で
は
、
総
穴
数
二
五
穴
、
そ
れ
ら

の
使
用
回
数
の
べ
一
五
九
回
中
、
関
元
穴
が
六
一
回
使
用
さ
れ
て

い
る
。
つ
い
で
命
関
（
食
寅
）
穴
が
二
十
回
、
左
の
命
関
穴
（
左
は

陽
を
表
す
こ
と
か
ら
よ
り
陽
気
を
強
め
る
と
い
う
発
想
で
あ
ろ
う
）
が

七
回
、
合
わ
せ
る
と
二
七
回
の
使
用
で
あ
る
。
二
桁
台
の
使
用
回

数
が
認
め
ら
れ
る
の
は
中
院
穴
の
二
十
回
ま
で
で
、
ほ
と
ん
ど
の

病
證
が
こ
の
三
穴
の
ど
れ
か
を
主
治
穴
と
し
て
含
ん
で
い
る
。

〈
寶
材
灸
法
〉
は
こ
の
結
果
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、
総
穴
数
二
十

穴
、
使
用
回
数
七
○
回
中
、
関
元
穴
が
二
九
回
、
命
関
穴
が
十
五

回
で
あ
る
が
、
中
院
穴
は
三
回
の
使
用
に
留
ま
る
。
〈
黄
帝
灸
法
〉

で
は
総
穴
数
七
穴
、
使
用
回
数
二
七
回
中
に
関
元
穴
が
全
く
見
え

ず
、
か
わ
り
に
「
踏
下
」
と
い
う
指
示
で
十
五
回
の
使
用
を
数
え

る
。
次
い
で
中
院
穴
は
五
回
、
命
関
穴
は
三
回
の
使
用
で
あ
る
。

で
は
「
膳
下
」
と
は
ど
こ
か
と
い
え
ば
巻
中
〈
中
風
〉
の
条
文
に

「
若
不
灸
暦
下
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
、
こ
こ
で
明
記
さ
れ
て
い
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る
主
治
穴
は
関
元
穴
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
膀
下
」
と
は
関
元

穴
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
本
書
で
最
も
多
く
使
わ
れ

る
瞼
穴
は
関
元
穴
で
、
つ
い
で
食
寶
穴
で
あ
る
。
食
買
穴
は
命
関

と
い
う
別
名
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ほ
と
ん
ど
の
病
證
に
お

い
て
こ
の
二
穴
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
脾
と
腎
の

働
き
を
重
視
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
〈
要
知
緩
急
〉
に
「
若
先

於
膀
下
灸
三
百
壮
、
固
住
脾
腎
之
気
」
、
〈
五
等
虚
実
〉
に
「
須
灸

気
海
、
丹
田
、
関
元
各
三
百
壮
、
固
其
脾
腎
」
、
〈
寶
材
灸
法
〉
に

「
灸
関
元
以
救
腎
気
、
灸
命
関
以
固
脾
気
」
と
あ
り
、
関
元
は
腎
を

命
関
は
脾
を
賦
活
す
る
働
き
が
あ
る
と
す
る
。
「
蓋
脾
腎
為
人
一

身
之
根
帯
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
寶
材
は
蔵
府
中
で
も
と
り
わ
け

脾
腎
を
重
視
し
て
い
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
灸
の
壮
数
は
五
～
六

百
壮
の
指
示
が
見
え
、
下
腹
部
の
多
壮
灸
が
多
く
見
ら
れ
る
。
多

壮
の
根
拠
と
し
て
、
〈
大
病
宜
灸
〉
に
「
故
『
銅
人
鍼
灸
図
経
』
云
、

凡
大
病
宜
灸
膀
下
五
百
壮
。
補
接
真
気
、
即
此
法
也
」
と
い
っ
て

い
る
。
逆
に
少
壮
の
も
の
は
、
「
若
去
風
邪
四
肢
小
疾
、
不
過
三
五

七
壮
而
己
」
と
し
て
区
別
し
て
い
る
。

本
書
は
灸
法
を
主
体
と
す
る
が
鍼
法
も
わ
ず
か
だ
が
見
ら
れ

る
。
〈
傷
寒
岻
血
〉
に
「
鍼
関
元
」
、
〈
頭
量
〉
に
「
鍼
風
府
穴
」
、

〈
失
血
〉
に
「
急
鍼
関
元
」
そ
の
治
法
に
「
鍼
関
元
穴
」
、
〈
頭
痛
〉

に
「
刺
風
府
穴
」
と
計
五
回
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。

本
書
に
は
明
代
以
降
の
作
と
い
う
偽
書
説
が
あ
る
が
、
そ
の
真

偽
は
一
時
置
く
と
し
て
非
常
に
独
特
な
医
学
思
想
で
一
貫
し
て
い

る
。
主
に
扶
陽
論
つ
ま
り
陽
気
の
固
持
で
あ
る
。
た
め
に
寒
涼
方

を
禁
じ
、
補
法
が
中
心
と
な
る
治
法
を
好
む
。
そ
れ
は
大
病
は
多

壮
、
小
疾
は
少
壮
と
い
う
持
論
か
ら
灸
法
は
勢
い
多
壮
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
治
法
は
薬
方
を
別
に
す
れ
ば
灸
法
を
主
体
と
し
た

比
較
的
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
。
関
元
命
関
が
ほ
ぼ
ど
の
病
證
に

も
含
ま
れ
、
そ
の
主
眼
は
脾
腎
の
保
養
、
陽
気
の
扶
助
で
あ
る
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


